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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成26年9月4日(2014.9.4)

【公開番号】特開2014-98391(P2014-98391A)
【公開日】平成26年5月29日(2014.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2014-028
【出願番号】特願2014-7399(P2014-7399)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｆ   1/24     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  23/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｂ  23/00    　　　Ｗ
   Ｆ０２Ｆ   1/24    　　　Ｄ
   Ｆ０２Ｂ  23/08    　　　Ｗ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月23日(2014.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンダと当該シリンダ内を往復移動するピストンと前記シリンダ上に設けられて前記
ピストンの上面との間で燃焼室を形成するシリンダヘッドとを備えるエンジン本体と、前
記シリンダヘッドに設けられて前記シリンダ内への空気の流入をそれぞれ遮断可能な２つ
の吸気弁と、前記シリンダヘッドに設けられて前記シリンダからの排気の流出をそれぞれ
遮断可能な２つの排気弁と、前記シリンダヘッドに設けられて前記燃焼室に臨む点火プラ
グと、前記シリンダヘッドに設けられて前記燃焼室に臨む燃料噴射弁とを有する火花点火
式内燃機関であって、
　少なくともエンジン本体の回転数が低く負荷が高いためにノッキングが懸念される運転
領域において、前記吸気弁および排気弁の開弁期間が上死点を挟んで互いにオーバーラッ
プするように、かつ、前記運転領域の少なくとも一部の運転条件においてこのオーバーラ
ップ期間が３５°ＣＡ以上となるように、前記吸気弁および排気弁を開弁する動弁機構を
備え、
　前記エンジン本体の幾何学的圧縮比は１４以上に設定されており、
　上死点にある前記ピストンの上面と閉弁状態にある前記吸気弁の下面との距離を前記吸
気弁の下面に直交する方向に測った場合における最小値をピストンと吸気弁との離間距離
、上死点にある前記ピストンの上面と閉弁状態にある前記排気弁の下面との距離を前記排
気弁の下面に直交する方向に測った場合における最小値をピストンと排気弁との離間距離
としたとき、前記各離間距離はそれぞれ５ｍｍ以上に設定されており、
　前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、前記シリンダのボア径をＢ（ｍｍ）としたと
きに、８１．２ｍｍ≦Ｓ≦０．９７７×Ｂ＋１８．２ｍｍとなる長さに設定されている、
ことを特徴とする火花点火式内燃機関。
【請求項２】
　請求項１記載の火花点火式内燃機関において、
　前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、Ｓ≦０．９７７×Ｂ＋１５．１ｍｍとなる長
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さに設定されている、ことを特徴とする火花点火式内燃機関。
【請求項３】
　請求項１または２記載の火花点火式内燃機関において、
　前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、８４．７５ｍｍ以上の長さに設定されている
、ことを特徴とする火花点火式内燃機関。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の火花点火式内燃機関において、
　前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、１００．４ｍｍ以下の長さに設定されている
、ことを特徴とする火花点火式内燃機関。
【請求項５】
　請求項４記載の火花点火式内燃機関において、
　前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、９４．６ｍｍ以下の長さに設定されている、
ことを特徴とする火花点火式内燃機関。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、前記研究結果に基づいてなされたものであり、シリンダと当該シリンダ内を
往復移動するピストンと前記シリンダ上に設けられて前記ピストンの上面との間で燃焼室
を形成するシリンダヘッドとを備えるエンジン本体と、前記シリンダヘッドに設けられて
前記シリンダ内への空気の流入をそれぞれ遮断可能な２つの吸気弁と、前記シリンダヘッ
ドに設けられて前記シリンダからの排気の流出をそれぞれ遮断可能な２つの排気弁と、前
記シリンダヘッドに設けられて前記燃焼室に臨む点火プラグと、前記シリンダヘッドに設
けられて前記燃焼室に臨む燃料噴射弁とを有する火花点火式内燃機関であって、少なくと
もエンジン本体の回転数が低く負荷が高いためにノッキングが懸念される運転領域におい
て、前記吸気弁および排気弁の開弁期間が上死点を挟んで互いにオーバーラップするよう
に、かつ、前記運転領域の少なくとも一部の運転条件においてこのオーバーラップ期間が
３５°ＣＡ以上となるように、前記吸気弁および排気弁を開弁する動弁機構を備え、前記
エンジン本体の幾何学的圧縮比は１４以上に設定されており、上死点にある前記ピストン
の上面と閉弁状態にある前記吸気弁の下面との距離を前記吸気弁の下面に直交する方向に
測った場合における最小値をピストンと吸気弁との離間距離、上死点にある前記ピストン
の上面と閉弁状態にある前記排気弁の下面との距離を前記排気弁の下面に直交する方向に
測った場合における最小値をピストンと排気弁との離間距離としたとき、前記各離間距離
はそれぞれ５ｍｍ以上に設定されており、前記ピストンのストロークＳ（ｍｍ）は、前記
シリンダのボア径をＢ（ｍｍ）としたときに、８１．２ｍｍ≦Ｓ≦０．９７７×Ｂ＋１８
．２ｍｍとなる長さに設定されている、ことを特徴とするものである。
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